
                                                          ２０２１年９月１５日 

太田市教育委員会 

教育長 恩田 由之 様 

 

                              全群馬教職員組合（全群教） 

                                執行委員長 勅使河原 章雄 

                                太田支部長 新井 亨次 

 

 

太田市立太田中学校の選抜に係わる要求書 

 

 

 日頃から学校教育に対しご尽力を頂いていますことに、同じく学校教育に責任を負う立場から敬意と

感謝を申し上げます。 

 さて、過日太田市教委から市立太田中学校の募集方法の変更が提案され、議会を含め様々な立場から

批判と見直しを求める声が出ています。私たち全群馬教職員組合も、次の点から変更の問題点を指摘す

るとともに、変更の見直しを求め要求書を提出します。 

 

 世界経済フォーラムが発表する「ジェンダー・ギャップ指数」で日本は、対象 153カ国中 120位、先

進国といわれる国々のなかで圧倒的最下位と評価されました。また、初等教育分野では男女間にとくに

不平等は見られないが、中等・高等教育では男女間に大きな差があるとも評価されました。 

 こうした評価を待つまでもなく、現在「ジェンダー」は日本の大きな課題であり、学校教育でも多く

の地域でその改善・見直しがすすめられています。そうしたなかで、高校進学における選抜方法の見直

しも男女間格差が生じないものに変更されつつあります。 

 群馬県でも、県内にある公立の中高一貫校における選抜で、市立太田中学校が他校に先んじて「男女

一括募集」を実施してきました。公立の男子校・女子校がいまだに残される群馬県で、「ジェンダー」

問題において先進的な意味を持つものであったといえます。その見識は高く評価するものです。 

 この先進的内容を変更する今回の提案は、文字通り「歴史に逆行する」行為に他なりません。いまい

ちど「ジェンダーフリー」の視点に立ち返り、募集方法の変更を中止するべきです。 

 

 今回の変更について「学校運営上のメリット」を強調されています。しかし、公教育、とくに義務教

育において男女の児童生徒数の違いは当然のものとしてあります。各地域の入学者数の男女数は年度ご

とに大きく変化しそのバランスも年度ごとに違っています。「男女同数」を運営のメリットと考えると

するならば、それは、学校教育とくに義務教育における公平性・公共性を著しく欠く考え方であり、き

びしく批判されなければなりません。 

 そもそも、私たち全群馬教職員組合は、一部の児童生徒を対象とする中高一貫校についてその設置に

反対の立場です。中高一貫校にメリットがあるのであれば、それは一部の子どもたちではなく、すべて

の子どもたちに保障されなければならないと考えるからです。 

 

 



 

 

 また、高校進学での選抜について、私たちはその問題を指摘し改善を求めてきていますが、身体的に

も精神的にも発達の途上にある小学生に「選抜」を適用するべきではありません。「女子の得点が高い」

という状況の一因は、小学校高学年での発達的な男女差にあります。大きく変化し成長する、言い換え

ればまだ未熟な子どもたちを「選抜」することで選別し差別することは、教育的な観点だけでなく、人

間として許されるものではありません。 

 「中高一貫」についても様々な意見があり、評価・検討がすすめられる必要があります。しかし、一

部の設置を急ぐことは差別・選別につながり、国連から厳しく勧告されている「過度に競争的な教育」

を増長するものでしかありません。 

 今回の募集方法変更のなかで強調された「男女同数」のメリットが仮にあるのだとしたら、それは太

田市の小中学生全員に保障されなければいけません。しかし、そのようなことが可能でしょうか。そこ

に、はたして「メリット」などが本当にあるのでしょうか。 

  

 今回の変更について「教育現場の声」があったとの報道がありました。しかし、太田中学校の教職員

が協議や検討をしたのでしょうか。「新聞記事ではじめて知った」教職員も多いのではないでしょうか。

上意下達や一部教職員の声での学校運営となっているとしたら、そのこと自体が問題です。こうした運

営がパワハラやセクハラ、そして文書改ざんなどの問題を生んできたことは、群馬県の障害児学校での

問題から教訓となっているはずです。「学校運営上のメリット」を語るとすれば、教職員の真摯で公平

な協議や検討を保障することがまず必要なのではないでしょうか。 

 

 以上、募集方法の変更にかかわる何点かの問題を指摘しながら、私たち全群馬教職員組合は市立太田

中学校の募集方法変更の中止を強く求め、下記の通り要求します。 

 文書による回答と法律にもとづく交渉の設定を求めます。 

 

記 

 

 

  １．太田市立太田中学校の入学者選抜の募集方法を変更せず男女一括募集を継続すること。 

 

 

                                    以上 

 

《問合せ・連絡先》 

 全群馬教職員組合 本部書記局 

 前橋市大渡町１-10-７ 公社総合ビル 5f 

  電話０２７－２１０－７６３０ 

  E-mail  zengunkyo@educas.jp 
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